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有機農法を実践するジュラ地方注目の造り手が造る、
フランスの5大白ワインの一つに挙げられる偉大な
ヴァン・ジョーヌ。
複雑で芳しい香りを纏った、フィネスとエレガンス溢れる味わい。

こちらのシャトー・シャロンは、サヴァニャン種から造られるヴァン・
ジョーヌ。
ヴァン・ジョーヌとはジュラ地方でのみ造られている黄色（=ジョーヌ）
を帯びた独特なワインのことで、
60ヵ月以上シェリーのように産膜酵母の下で熟成させることでワインの色
は黄色になり、クルミやヘーゼルナッツなど、グー・ド・ジョーヌと呼ば
れる独特の風味が生み出されます。
中でもシャトー・シャロンはサヴァニャン種のヴァン・ジョーヌのみを生
み出すAOCで、ブルゴーニュのムルソーやボルドーのシャトー・ディケム
等と並んでフランスの5大白ワインの一つにあげられるほど、名実ともに
素晴らしいワイン。
ベルテ・ボンデ氏は、「シャトー・シャロンはコート・ド・ジュラのグラ
ン・クリュ。
アルボワでもヴァン・ジョーヌを作ることはできるが、
シャトー・シャロンほどフィネスを感じられるヴァン・ジョーヌはな
い。」と語っています。

ジュラ紀前期リアスの泥灰土土壌に植えられた平均樹齢25年のサヴァニャ
ンを使用。
手摘み収穫し除梗・圧搾後、ステンレスタンクで発酵。
ウィヤージュ（補酒）はせず、ワインの表面にできる酵母の膜と共に、
228Lのオーク樽で最低6年間熟成されます。
よく熟した杏子や黄桃、胡桃など複雑味がある香りと、
この生産地ならではの美しいミネラル感を備えた偉大なワインです。

生産地 > フランス > ジュラ
生産者 ドメーヌ・ベルテ・ボンデ

DOMAINE BERTHET BONDET
タイプ ワイン > 白ワイン
品種 サヴァニャン（100%）

シャトー・シャロン
CHATEAU CHALON



AOP : アルザスグランクリュ
品種 : リースリング
アルザス最古のグランクリュ、シュロスベルク畑の急斜
面の頂上の区画のブドウを使用したワイン。砂利や花崗
岩土壌に由来する豊かなミネラル香を特徴とした複雑な
風味と、熟した果実味、酸味を持ち味とするエレガント
で洗練された味わいです。

Riesling Grand Cru Schlossberg
【リースリンググランクリュシュロスベルグ】

ドメーヌの歴史
1612年にカプチン派修道僧により設立された歴史あるドメーヌで、
1898年にファレール家の所有となりました。二代目にあたるテオ
ファレール氏が亡くなった後、コレット夫人とその娘のカトリー
ヌとローランスが引き継ぎました。現在は長女のカトリーヌがド
メーヌ運営を、息子であるテオ氏が栽培を担当しています。1998
年から一部ビオディナミを導入し、2005年から全面実施していま
す。

栽培

所有面積は28.5ha。所有する代表的な畑は、グランクリュシュ
ロスベルグ。1975年にアルザスで初めて認定されたグランクリュ
畑で、総面積は80ha、その内ドメーヌヴァインバックは8haと最
大面積を所有しています。もう一つは、ドメーヌの周辺にあり、
単独所有するクロデキャプサン。980年頃の文献に登場する歴史
的な区画で、シュロスベルグの丘の麓に広がり、修道僧によって
作られた石垣によって囲まれています。クロデキャプサンは、
リースリングを初めすべての品種が栽培されています。2005年
ヴィンテージよりすべての畑でビオディナミが実施され、収穫は
ブドウが完熟するまで待って、出来るだけ遅く手摘み収穫をおこ
なっています。良いワインを造るためには、良いブドウが必要と
の考えのもと、丁寧な畑作業が行われています。

醸造

自然なブドウの味わいを生かすために、出来る限り介入を抑える
ようにしています。手摘み収穫したブドウをゆっくり圧搾し、天
然酵母を用い、アルザス伝統の1,500～6,000リットルのオーク古
樽で発酵させます。



ボワイヨ家は1630年からの記録に残るヴォルネイで最も古い家柄の一つ
で、ドメーヌの創業は1885年。現在の当主アンリ・ボワイヨ氏は5代目
で、その息子も2006年からドメーヌの仕事に参加しています。ピュリ
ニー・モンラッシェとヴォルネイを中心に約15haの畑を所有しています。
また、1996年に白ワインのネゴシアンものを造るメゾン アンリ ボワ
イヨを設立。プルミエ クリュやグラン クリュはテロワールを表現す
るために、各畑1生産者だけからブドウもしくは果汁の状態で購入してい
ます。

リュット レゾネ（減農薬農法）を実践し、出来るだけ化学物質の使用
を抑えています。年に10回程度畑を耕すなどし、除草剤は使用していま
せん。春には摘芽し、夏にはグリーン ハーヴェストを実施。非常に厳
しい選果をすることで知られているドメーヌで、手摘み収穫する際に選
果し、トラックに積む前に再度選果を行います。そのため、収量は低く、
平均収量は白が45hl/ha、赤が35hl/haですが、年によっては赤の収量が
15hl/haまで落ちることもある程です。

白は果実を空圧式プレスにて絞り、樽にて約20日間アルコール発酵を行
います。熟成は通常よりも大きい350リットルの樽を使用し、ワインと樽
との接点を少なくして緩やかな熟成を促します。滓引きとコラージュ後、
軽いフィルターをかけ瓶詰めを行います。赤は100%除梗され、ステン
レス製53hlの開放槽にて約12日間低温プレ マセラシオンを行い、温度
管理しながら約15日間アルコール発酵。ピジャージュ、ルモンタージュ
を実施。発酵後に5日間マセラシオンを行います。熟成は228リットルの
樽（新樽比率40～70%程度）で15～18ヶ月間行います。白、赤共に、発
酵時に人口酵母は使用していません。



ブルゴーニュファンも虜になる？！
サンセールのピノ・ノワール

フランス・ロワール地方のサンセールといえば、ソーヴィニヨ
ン・ブランで有名な産地ですね。でも、実は白ワインだけでなく、
ピノ・ノワールの銘醸地です。

そんなサンセールのNo.1生産者が造るピノ・ノワール
ロワールを代表する生産者「ドメーヌ・ヴァシュロン」といえば、
ブルゴーニュにおけるルロワや、アルザスといえばダイスというよ
うな、サンセールの代名詞的存在。

手厳しい評価で有名なフランスの評価本「ル・メイユール・ヴァ
ン・ド・フランス」でも、ドメーヌ・ディディエ・ダグノーなどと
並び、最高評価を付けられている。

グラスに注ぐと、イチゴのような赤い果実のフレッシュな香りに、
オレンジピールやバラのブーケのような、幾重にも重なる風味がふ
んわりと広がります。

華やかな香りにワクワクしながら一口飲んでみると、とろけるよう
に滑らかな果実味と、エレガントな酸が完璧なバランス。
緻密なタンニンと、サンセールのシレックス土壌（火打ち石）から
くるミネラル感が後味を引き締め、長く美しい余韻がいつまでも続
くよう...。

まさにこの味わいは「エレガント」としかいいようがありません。

生産者 ドメーヌ・ヴァシュロン
ヴィンテージ 2013
銘柄 サンセール
国＞地域 フランス＞ヴァル・ド・ロワール
品種 【ピノ・ノワール】

Dom. Vacheron Sancerre Rouge
ドメーヌ・ヴァシュロンサンセールルージュ



右岸を代表するシャトーの１つ。
「ブルゴーニュのグラン・クリュ」と例えられる、
香り高く妖艶な味わいが魅力。
ラ・コンセイヤントは古くから名高く、
1871年から現在に至るまで、ニコラス家がオーナーとして代々受け継がれている老舗シャ
トー。
そのため、品質が安定しており、どのビンテージでも一貫したスタイルを保っています。
また、長い歴史を持つ一方、ポムロルではいち早くステンレスタンクを導入し、最先端の技
術をいち早く取り入れる柔軟性も備えており、レヴァンジル、ヴュー・シャトー・セルタン、
シュヴァル・ブランと並び称されるポムロルを代表するシャトーの一つです。

ラ・コンセイヤントの名前の由来は、18世紀にこのシャトーを継いだ、画家のロートレック
に縁のある、ルペルシュ・ブランストー家出身のコンセイヤント夫人から付けられたとのこ
と。
夫人は気性の激しい方だったとのことですが、ワイン自体は、ピュアな果実味、造り込まな
いナチュラルでエレガントなスタイルです。

右岸は左岸と比べると生産量が圧倒的に少なく、いわゆるシンデレラワインと呼ばれるよう
な一晩にして名声があがり、一挙に手に入りにくくなったワインが沢山あります。
そのような右岸のスターワインたちである、プティ・ヴィラージュ、ヴュー・シャトー・セ
ルタンと隣接しているシャトーが、こちらのコンセイヤント。
サン・テミリオンとポムロルの丁度境目に位置する粘土質土壌から成る畑は、味わいに厚み
や豊かさを与え、より複雑な味わいが醸し出されます。

香りの華やかさと複雑さが見事にコントロールされ、しなやかで奥行きある妖艶なスタイル
は「まるでブルゴーニュのグラン・クリュのよう」と例えられる、希有なボルドー右岸シャ
トーです。

シャトー・ラ・コンセイヤント
CH.LA CONSEILLANTE

生産地 > フランス > ボルドー > ポムロル
生産者 シャトー・ラ・コンセイヤント
CHATEAU LA CONSEILLANTE
タイプ ワイン > 赤ワイン
品種 メルロ（80%）

カベルネ・フラン（20%）



コルクを抜いた瞬間に華やかな香りが漂います。

白桃、アプリコットやパッションフルーツのジャムの様な芳醇な香りに
うっとりします。

甘いだけではなくミントを添えたかの様な鼻腔を抜ける爽やかな香りも。

ヴァン・ドゥ・ナチュレルと呼ばれる発酵中のワインにブランデーを添加
し発酵を止めてつくられる天然の甘口ワインです。
完全な甘口のワインですが、ほのかに残る苦みが味わいに立体感を与え、
最後にほっぺがキュッとくる酸味が病みつきになりもう一杯...もう一杯...
と...。

冷蔵庫で冷やしてお飲み下さい。冷えていても美味しいですし、グラスの
中で温度が上がってくるとまた違った一面も見せてくれます。

【造り手のベルナルダンについて】
古代ローマ時代からヴァン・ドゥー・ナチュレル発祥の地として知られて
きたローヌ南部のボーム・ド・ヴニーズ村にあるドメーヌです。

一時は甘口ワインの造り手が消えようとしていましたがこのドメーヌの尽
力により、再び甘口ワインに火が灯りAOCに認可されるまでになりました。

タイプ 白ワイン / 甘口
生産地 フランス / コートデュローヌ
造り手 ドメーヌ・デ・ベルナルダン

【Domaine des Bernardins】
品種 ミュスカ・ア・プティ・グラン・ブラン75%、

ミュスカ・ア・プティ・グラン・ノワール25%

Muscat de Beaume de Venise
ミュスカ・ド・ボーム・ド・ヴニーズ


